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劉
長
か
ら
白
居
易
へ
市
川
清
史
一
、
序
劉
長
は
天
寶
の
終
り
か
ら
貞
元
年
間
の
初
め
ま
で
活
動
し
た
詩
人
で
あ
る
。
進
士
登
第
以
後
、
罪
と
も
言
え
る
處
罰
か
ら
二
度
の
遷
謫
を
受
け
、
そ
の
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
地
方
官
吏
と
し
て
過
ご
し
た
。
こ
こ
で
は
、
劉
長
の
不
遇
と
そ
の
超
克
が
、
ど
の
よ
う
に
詩
に
反
映
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
た
大
暦
期
の
詩
人
達
の
處
世
の
一
側
面
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
官
に
あ
り
な
が
ら
隱
逸
の
境
地
を
見
出
し
て
不
遇
を
超
克
し
た
白
居
易
に
至
る
一
過
程
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
隱
吏
」
と
い
う
詩
語
に
着
目
し
た
。
身
は
官
職
に
あ
り
な
が
ら
、
心
は
閒
適
に
あ
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ
る
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
盛
唐
期
中
唐
期
に
は
、
王
維
杜
甫
劉
長

皎
然
ら
に
一
例
ず
つ
見
出
さ
れ
る
。
劉
長
の
詩
で
は
「
隱
吏
」
の
語
を
用
い
ず
に
「
隱
吏
」
と
し
て
の
生
き
方
を
表
現
す
る
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
似
た
語
に
「
吏
隱
」
が
あ
り
、
用
例
も
多
く
「
隱
吏
」
と
同
義
で
あ
る
が
、
劉
長
に
は
そ
の
用
例
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
「
隱
吏
」
に
つ
い
て
、
王
維
杜
甫
劉
長
の
詩
を
見
て
い
く
。
次
に
、
劉
長
の
詩
に
「
隱
吏
」
と
し
て
の
處
世
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
、
最
後
に
そ
れ
が
白
居
易
の
「
香
爐
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
の
「
重
題
」
其
三
へ
ど
の
よ
う
に
が
っ
て
い
く
か
を
見
て
い
き
た
い
。
二
、
隱
吏
王
維
の
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
酬
賀
四
贈
巾
之
作
賀
四
の
巾
を
贈
る
の
作
に
酬
ゆ
野
巾
傳
惠
好
野
巾
惠
好
を
傳
へ
茲
重
兼
金
茲
に
は
り
て
兼
金
よ
り
重
し
嘉
此
幽
棲
物
此
の
幽
棲
の
物
を
嘉
し
能
齊
隱
吏
心
能
く
隱
吏
の
心
を
齊
ふ
早
朝
方
暫
挂
早
に
朝
す
る
に
方
に
暫
ら
く
挂
け
晩
沐
復
來
簪
晩
に
沐
す
る
に
復
た
來
り
て
簪
す
坐
覺
囂
塵
遠
坐
ろ
に
覺
ゆ
囂
塵
の
遠
き
を
思
君
共
入
林
君
を
思
ひ
て
共
に
林
に
入
ら
ん
（『
全
唐
詩
』
巻
一
二
六
）
こ
の
詩
は
巾
を
介
し
て
王
維
の
隱
棲
を
望
む
姿
勢
を
描
い
て
い
る
が
、
特
に
第
五
句
、
第
六
句
で
、
官
吏
と
し
て
出
仕
す
る
間
は
脱
し
て
掛
け
て
お
き
、
帰
っ
て
か
ら
身
に
つ
け
れ
ば
本
来
望
む
隱
棲
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
と
う
た
う
。
出
仕
と
隱
棲
を
使
い
―28―
学
苑
第
八
九
三
号
二
八
～
四
〇
（
二
〇
一
五
三
）

詩
語
「
隱
吏
」
を
手
掛
か
り
と
し
て

分
け
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
所
謂
半
官
半
隱
の
處
世
、
つ
ま
り
公
的
生
活
に
お
い
て
は
「
官
」
、
私
的
生
活
に
お
い
て
は
「
隱
」
と
い
う
使
い
分
け
を
示
す
語
と
し
て
「
隱
吏
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
杜
甫
の
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
送
裴
二
尉
永
嘉
裴
二
の
永
嘉
に
尉
た
る
を
送
る
孤
嶼
亭
何
處
孤
嶼
亭
何
れ
の
處
ぞ
天
涯
水
氣
中
天
涯
水
氣
の
中
に
あ
り
故
人
官
就
此
故
人
官
此
に
就
き
絶
境
興
誰
同
絶
境
興
誰
か
同
に
せ
ん
隱
吏
梅
福
隱
吏
梅
福
に
ひ
遊
山
憶
謝
公
遊
山
謝
公
を
憶
ふ
舟
吾
已
就
舟
吾
已
に
就
き
把
釣
待
秋
風
釣
を
把
り
て
秋
風
を
待
た
ん
（『
全
唐
詩
』
巻
二
二
四
）
『
杜
詩
詳
註
』
で
は
天
寶
十
三
載
（
七
五
四
）
に
近
い
頃
の
作
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
裴
の
赴
任
先
は
永
嘉
と
い
う
謝
靈
運
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。
首
聯
も
、
そ
の
「
登
江
中
孤
嶼
」
な
ど
、
永
嘉
太
守
と
な
っ
た
時
期
の
作
品
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
杜
詩
詳
註
』
で
は
、
第
四
句
の
「
絶
境
」
に
つ
い
て
、
陶
潜
「
桃
花
源
記
序
」
を
引
い
て
い
る
。
第
六
句
の
「
謝
公
」
に
つ
い
て
は
、
謝
靈
運
に
は
「
登
永
嘉
緑
嶂
山
」
「
遊
嶺
門
山
」
な
ど
が
あ
り
、
「
遊
山
」
と
い
う
語
か
ら
も
、
謝
靈
運
が
連
想
さ
れ
る
。
謝
靈
運
の
優
遊
と
裴
の
赴
任
を
重
ね
合
わ
せ
、
裴
の
そ
の
地
で
の
過
ご
し
方
を
「
隱
吏
」
と
表
現
し
、
本
来
な
ら
ば
忌
む
べ
き
地
方
官
赴
任
を
江
南
の
自
然
を
楽
し
む
、
羨
む
べ
き
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
。
裴
に
関
す
る
杜
甫
の
詩
は
他
に
五
首
残
さ
れ
て
い
る
。
劉
長
の
隱
吏
の
詩
に
触
れ
る
前
に
、
劉
長
と
裴
と
の
関
係
を
示
す
詩
を
見
て
お
く
。
劉
長
が
裴
の
別
墅
を
訪
ね
、
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
嘆
く
詩
で
あ
る
。
春
過
裴
郊
園
時
裴
不
在
因
以
寄
之
春
裴
の
郊
園
に
過
る
時
に
裴
在
ら
ず
因
り
て
以
て
之
に
寄
す
郊
原
春
欲
暮
郊
原
春
暮
れ
ん
と
欲
し
桃
杏
落
紛
紛
桃
杏
落
ち
て
紛
紛
た
り
何
處
隨
芳
草
何
れ
の
處
か
芳
草
に
隨
ひ
留
家
寄
白
雲
家
を
留
め
て
白
雲
に
寄
す
る
聽
鶯
情
念
友
鶯
を
聽
き
て
情
友
を
念
ひ
看
竹
恨
無
君
竹
を
看
て
君
無
き
を
恨
む
長
嘯
高
臺
上
長
嘯
す
高
臺
の
上
南
風
冀
爾
聞
南
風
爾
の
聞
く
を
冀
ふ
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
右
の
詩
の
内
容
か
ら
、
劉
長
と
裴
が
舊
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
「
白
雲
に
寄
す
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
隱
棲
の
志
を
同
じ
く
す
る
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
隱
吏
」
の
語
が
使
わ
れ
た
劉
長
の
詩
が
次
の
も
の
で
あ
る
。
送
荀
八
過
山
陰
舊
縣
兼
寄
中
諸
官
荀
八
の
山
陰
の
舊
縣
に
過
る
を
送
り
兼
ね
て
中
の
諸
官
に
寄
す
訪
舊
山
陰
縣
舊
を
山
陰
縣
に
訪
ね
舟
到
海
涯
舟
海
の
涯
に
到
る
故
林
嗟
滿
歳
故
林
滿
歳
を
嗟
き
春
草
憶
佳
期
春
草
佳
期
を
憶
ふ
―29―
晩
景
千
峯
亂
晩
景
千
峯
亂
れ
晴
江
一
鳥
遲
晴
江
一
鳥
遲
し
桂
香
留
客
處
桂
は
香
る
客
を
留
む
る
處
楓
暗
泊
舟
時
楓
は
暗
し
舟
を
泊
す
る
時
舊
石
曹
娥
篆
舊
石
曹
娥
の
篆
空
山
夏
禹
祠
空
山
夏
禹
の
祠
溪
多
隱
吏
溪
隱
吏
多
し
君
去
道
相
思
君
去
き
て
道
に
相
思
は
ん
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
荀
八
な
る
人
物
が
越
州
山
陰
の
舊
職
に
立
ち
寄
る
旅
の
出
発
を
見
送
り
、
兼
ね
て

溪
に
地
方
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
知
人
た
ち
に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
山
陰
と
い
い
、
そ
の
近
く
の
溪
と
い
い
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
著
名
人
た
ち
が
居
住
し
て
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
伝
わ
る
江
南
の
名
跡
で
あ
る
。
名
跡
で
は
あ
る
が
、
都
長
安
か
ら
は
遠
く
、
こ
の
詩
で
は
「
海
涯
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
詩
が
永
嘉
を
「
天
涯
水
氣
中
」
と
表
現
し
た
の
と
共
通
し
て
い
る
。
詩
に
は
、
荀
八
が
山
陰
を
再
訪
し
、
任
期
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
、
在
職
期
間
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
こ
と
や
、
そ
の
地
の
風
景
の
美
し
さ
や
舊
跡
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
聯
で
は
、
溪
に
は
隱
吏
が
多
く
住
み
、
荀
八
は
道
中
、
舊
交
に
思
い
を
い
た
す
だ
ろ
う
と
結
ん
で
い
る
。
当
時
、
会
稽
山
陰
の
地
に
も
縣
尉
や
主
簿
な
ど
の
地
方
官
吏
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
士
人
が
多
く
い
た
。
そ
の
低
い
地
位
に
甘
ん
じ
な
が
ら
、
美
し
い
江
南
の
自
然
の
中
で
官
吏
生
活
を
送
る
人
々
を
、
劉
長
は
「
隱
吏
」
と
表
現
し
た
。
本
来
、
厭
う
べ
き
外
任
の
卑
官
を
、
六
朝
以
来
の
歴
史
に
彩
ら
れ
、
幾
多
の
自
然
詩
人
が
詩
に
詠
ん
だ
江
南
の
地
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
閒
適
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
隱
吏
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
王
維
の
詩
で
の
「
隱
吏
」
は
、
対
と
な
る
「
幽
棲
」
が
「
幽
（
し
づ
）
か
に
棲
む
」
と
い
う
修
飾
被
修
飾
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
構
造
と
し
て
は
「
隱
る
る
吏
」
と
い
う
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
杜
甫
詩
の
「
隱
吏
」
は
、
対
と
な
る
「
遊
山
」
が
「
山
に
遊
ぶ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、「
吏
に
隱
る
」
と
、
動
詞
補
語
の
構
造
と
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
と
も
熟
し
た
形
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
劉
長
で
は
、
「
隱
吏
」
が
対
と
な
る
語
が
な
い
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
中
の
諸
官
」
全
体
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
「
隱
」
と
「
吏
」
に
分
解
す
る
よ
り
も
、
一
つ
の
熟
し
た
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
皎
然
に
「
東
林
期
隱
吏
、
日
月
爲
盈
（
東
林
に
て
隱
吏
と
期
す
る
も
、
日
月
盈
を
爲
す
）
」
（
「
春
夜
期
裴
都
曹
濟
集
心
上
人
院
不
至
（
春
夜
裴
都
曹
濟
と
期
し
心
上
人
の
院
に
集
ふ
も
至
ら
ず
）」）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
使
わ
れ
る
「
隱
吏
」
も
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
隱
吏
」
に
類
似
し
た
詩
語
に
「
吏
隱
」
が
あ
る
。
用
例
も
多
い
。
赤
井
益
久
氏
は
「
中
唐
に
お
け
る
『
吏
隱
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』
創
文
社
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
五
日
）
で
、
大
暦
期
に
は
「
『
吏
を
隱
と
爲
す
』
考
え
が
新
た
に
付
加
さ
れ
た
こ
と
」
が
指
摘
で
き
、
「
こ
の
場
合
の
『
隱
』
と
は
隱
者
と
し
て
の
拠
り
所
を
確
保
で
き
た
こ
と
が
ま
ず
第
一
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
隱
吏
」
と
は
「
吏
を
隱
と
爲
す
」
態
度
を
も
っ
て
世
に
處
し
た
官
吏
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
劉
長
に
は
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。
杭
州
に
赴
任
す
る
人
を
見
送
り
、
そ
の
低
い
官
位
で
あ
る
こ
と
を
慰
め
る
も
の
で
あ
る
。
送
陶
十
赴
杭
州
攝
掾
陶
十
の
杭
州
に
赴
き
掾
を
攝
す
る
を
送
る
莫
江
城
一
掾
卑
く
莫
か
れ
江
城
一
掾
卑
な
る
を
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滄
洲
未
是
阻
心
期
滄
洲
未
だ
是
れ
心
に
期
す
る
を
阻
ま
ず
浙
中
山
色
千
萬
状
浙
中
の
山
色
千
萬
の
状
門
外
潮
聲
朝
暮
時
門
外
の
潮
聲
朝
暮
の
時
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
新
た
に
赴
任
す
る
川
邊
の
町
の
屬
官
の
身
分
が
低
い
な
ど
と
嘆
く
こ
と
は
な
い
、
心
に
期
す
る
も
の
、
つ
ま
り
隱
棲
へ
の
思
い
を
阻
む
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
浙
江
の
山
々
の
様
々
な
表
情
や
朝
な
夕
な
の
潮
の
音
、
す
べ
て
が
望
み
に
叶
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
う
た
っ
て
い
る
。
隱
吏
の
語
は
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
詩
に
描
か
れ
て
い
る
、
陶
十
が
過
ご
す
で
あ
ろ
う
杭
州
で
の
地
方
官
生
活
は
「
隱
吏
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
長
と
親
し
か
っ
た
嚴
維
が
出
身
地
越
州
近
く
の
諸
曁
縣
尉
に
赴
任
す
る
際
の
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。
こ
の
時
、
劉
長
か
ら
は
「
送
嚴
維
尉
諸
曁
（
嚴
維
の
諸
曁
に
尉
た
る
を
送
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
留
別
鄒
紹
劉
長

鄒
紹
劉
長
に
留
別
す
中
年
從
一
尉
中
年
一
尉
に
從
ひ
自
笑
此
身
非
自
ら
笑
ふ
此
の
身
の
非
な
る
を
道
在
甘
微
禄
道
在
り
て
微
禄
に
甘
ん
じ
時
難
恥
息
機
時
難
く
し
て
機
を
息
む
を
恥
づ
晨
趨
本
郡
府
晨
は
趨
る
本
郡
の
府
晝
掩
故
山
扉
晝
は
掩
ふ
故
山
の
扉
待
見
干
戈
畢
見
を
待
ち
干
戈
畢
は
る
も
何
妨
更
採
薇
何
ぞ
妨
げ
ん
更
に
薇
を
採
る
を
（『
全
唐
詩
』
巻
二
六
三
）
「
晨
に
本
郡
の
府
に
趨
り
、
晝
に
故
山
の
扉
を
掩
ふ
」
と
あ
る
の
は
、
王
維
の
「
酬
賀
四
贈
巾
之
作
」
に
「
早
に
朝
す
る
に
方
に
暫
ら
く
挂
け
、
晩
に
沐
す
る
に
復
た
來
り
て
簪
す
」
と
あ
る
の
に
極
め
て
類
似
し
た
表
現
で
あ
る
。
一
方
、「
微
禄
に
甘
ん
ず
」
と
述
べ
な
が
ら
、
「
更
に
薇
を
採
る
」
と
言
う
の
は
地
方
官
の
職
に
あ
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
隱
者
的
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
劉
長
に
は
「
隱
吏
」
の
用
例
は
一
つ
し
か
な
い
。
し
か
し
、
「
隱
吏
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
と
も
、
「
隱
吏
」
が
意
味
す
る
地
方
官
吏
と
し
て
の
處
世
や
生
活
態
度
を
表
現
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
見
て
い
き
た
い
。
三
、
劉
長
の
左
謫
と
隱
吏
的
處
世
劉
長
の
詩
作
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
重
大
な
事
件
が
あ
る
。
二
度
の
遷
謫
で
あ
る
。
『
中
興
閒
氣
集
』
の
劉
長
小
伝
に
「
長
有
吏
幹
、
剛
而
犯
上
、
兩
度
遷
謫
、
皆
自
取
焉
。
（
長
吏
幹
有
り
、
剛
に
し
て
上
を
犯
す
、
兩
度
の
遷
謫
は
、
皆
自
ら
焉
を
取
る
。）」
（
巻
下
）
と
あ
り
、
劉
長
の
剛
直
な
性
格
が
上
司
と
の
妥
協
を
良
し
と
せ
ず
罪
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
は
「
…
鄂
岳
観
察
使
呉
仲
儒
誣
奏
、
貶
潘
州
南
巴
尉
。
會
有
爲
辨
之
者
、
除
睦
州
司
馬
、
終
隨
州
刺
史
（
…
鄂
岳
観
察
使
呉
仲
儒
誣
奏
し
、
潘
州
南
巴
の
尉
に
貶
せ
ら
る
。
會 た
ま
た
ま
爲
に
之
を
辨
ず
る
者
有
り
、
睦
州
司
馬
に
除
せ
ら
れ
、
隨
州
刺
史
に
終
る
）。
」
と
あ
り
、
遷
謫
は
呉
仲
儒
の
誣
奏
に
よ
る
一
回
だ
け
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、『
中
興
閒
氣
集
』
の
記
述
と
合
わ
な
い
。
仲
君
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
（
中
華
書
局
一
九
九
六
年
七
月
）
は
、
劉
長
の
遷
謫
の
第
一
回
目
は
至
徳
三
載
（
七
五
八
）、
呉
仲
儒
の
誣
奏
は
二
回
目
で
大
暦
九
年
（
七
七
四
）、
潘
州
南
巴
尉
へ
の
左
謫
は
一
回
目
、
睦
州
司
馬
へ
の
左
謫
は
二
回
目
の
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
の
見
方
に
従
う
。
最
初
は
長
洲
縣
尉
在
職
中
に
罪
を
得
、
下
獄
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
衝
撃
は
獄
中
で
作
ら
れ
た
詩
が
五
首
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
劉
長
自
身
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が
「
生
涯
已
逐
滄
浪
去
、
氣
初
渙
汗
収
（
生
涯
已
に
滄
浪
を
逐
ひ
て
去
き
、
氣
初
め
て
渙
汗
に
ひ
て
収
ま
る
）」
（
「
初
聞
貶
謫
續
喜
量
移
登
干
越
亭
贈
校
書
（
初
め
貶
謫
を
聞
き
續
き
て
量
移
を
喜
び
干
越
亭
に
登
り
て
校
書
に
贈
る
）
」
）
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
罪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
回
目
で
は
、
轉
運
使
判
官
鄂
岳
轉
運
留
後
と
な
っ
て
い
た
劉
長
が
呉
仲
儒
の
誣
奏
を
受
け
、
睦
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
そ
の
傳
記
』
（
大
修
館
書
店
一
九
七
五
年
）
の
劉
長
傳
（
『
唐
才
子
傳
』
）
の
注
五
で
は
、『
舊
唐
書
』
巻
七
六
「
陳
少
游
伝
」
の
記
述
か
ら
、「
郭
子
儀
の
娘
婿
で
あ
る
呉
仲
儒
が
、
権
力
を
か
さ
に
き
て
官
物
を
着
服
し
よ
う
と
す
る
の
を
、
劉
長
が
阻
止
し
た
た
め
、
誣
告
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
し
て
い
る
。
劉
長
の
詩
に
も
「
地
遠
心
難
達
、
天
高
謗
易
成
（
地
遠
く
心
達
し
難
く
、
天
高
く
謗
り
成
り
易
し
）」
（
「
按
覆
後
歸
睦
州
贈
苗
侍
御
（
按
覆
の
後
睦
州
に
歸
り
て
苗
侍
御
に
贈
る
）
」
）
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
と
朝
廷
に
事
の
真
実
が
伝
わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
初
期
の
こ
ろ
か
ら
歸
隱
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
赤
井
氏
が
「
劉
長
試
論

長
洲
縣
尉
時
の
左
謫
を
中
心
に
」
（
前
掲
書
所
収
）
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
遷
謫
に
よ
り
こ
の
傾
向
は
一
層
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
會
赦
後
酬
主
簿
所
問
赦
に
會
ひ
し
後
主
簿
の
問
ふ
所
に
酬
ゆ
江
南
海
北
長
相
憶
江
南
海
北
長
に
相
憶
ひ
淺
水
深
山
獨
掩
扉
淺
水
深
山
獨
り
扉
を
掩
ふ
重
見
太
平
身
已
老
重
ね
て
見
る
太
平
に
身
の
已
に
老
ゆ
る
を
桃
源
久
住
不
能
歸
桃
源
久
し
く
住
み
て
歸
る
能
は
ず
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
至
徳
三
載
（
七
五
八
）
二
月
、
東
京
（
洛
陽
）
を
回
復
し
、
乾
元
に
改
元
さ
れ
、
大
赦
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
出
獄
し
た
後
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
太
平
の
世
に
置
い
た
わ
が
身
は
不
要
で
あ
り
、
桃
源
に
長
く
住
み
す
ぎ
た
た
め
に
俗
世
に
歸
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
う
た
う
。
出
獄
後
な
の
で
「
桃
源
に
久
し
く
住
む
」
と
は
象
徴
的
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
赦
の
後
、
劉
長
は
南
巴
縣
尉
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
南
巴
縣
は
現
在
の
広
東
省
電
口
縣
の
東
に
あ
っ
た
。
当
時
の
意
識
で
も
僻
遠
の
地
で
あ
る
。
「
初
貶
南
巴
至
陽
題
李
嘉
祐
江
亭
（
初
め
て
南
巴
に
貶
せ
ら
れ
陽
に
至
り
て
李
嘉
祐
の
江
亭
に
題
す
）」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
で
は
「
地
遠
明
君
棄
、
天
高
酷
吏
欺
（
地
遠
く
明
君
に
棄
て
ら
れ
、
天
高
く
酷
吏
に
欺
か
る
）」
と
不
遇
を
嘆
い
た
後
、
「
清
山
獨
往
路
、
芳
草
未
歸
時
（
清
山
獨
往
の
路
、
芳
草
未
だ
歸
ら
ざ
る
時
）」
と
い
う
隱
棲
を
志
向
す
る
句
が
続
く
。
ま
た
「
卻
赴
南
邑
留
別
蘇
臺
知
己
（
卻
て
南
邑
に
赴
き
蘇
臺
の
知
己
に
留
別
す
）」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
七
）
で
は
、
「
已
料
生
涯
事
、
唯
應
把
釣
竿
（
已
に
料
る
生
涯
の
事
、
唯
だ
應
に
釣
竿
を
把
る
べ
し
）」
と
、
自
分
の
生
涯
は
も
は
や
こ
れ
ま
で
、
あ
と
は
釣
竿
を
手
に
し
て
隱
棲
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と
う
た
う
。
ま
た
、「
松
江
獨
宿
」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
で
は
、
そ
の
頸
聯
で
「
一
官
成
白
首
、
萬
里
寄
滄
洲
（
一
官
白
首
と
成
り
、
萬
里
滄
洲
に
寄
す
）」
と
、
官
に
あ
り
な
が
ら
萬
里
の
彼
方
、
滄
洲
に
身
を
寄
せ
る
と
う
た
う
。
そ
し
て
尾
聯
で
は
「
久
被
浮
名
	、
能
無
愧
海

（
久
し
く
浮
名
に
	が
る
る
も
、
能
く
海

に
愧
ず
る
こ
と
無
し
）」
と
、
長
ら
く
俗
世
の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
が
、
海

に
恥
ず
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
海

は
『
列
子
』
を
典
故
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
官
に
あ
り
な
が
ら
隱
棲
の
志
は
守
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
劉
長
自
身
が
隱
吏
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
の
詩
は
隱
吏
と
し
て
の
地
方
官
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
詠
ん
だ
典
型
的
な
詩
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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留
題
李
明
府
履
溪
水
堂
李
明
府
の
履
溪
の
水
堂
に
留
題
す
①
寥
寥
此
堂
上
寥
寥
た
り
此
の
堂
上
②
幽
意
復
誰
論
幽
意
復
た
誰
か
論
ぜ
ん
③
落
日
無
王
事
落
日
王
事
無
く
④
青
山
在
縣
門
青
山
縣
門
に
在
り
⑤
雲
峰
向
高
枕
雲
峰
高
枕
に
向
ひ
⑥
漁
釣
入
前
軒
漁
釣
前
軒
に
入
る
⑦
晩
竹
疏
影
晩
竹
疏
の
影
⑧
春
苔
雙
履
痕
春
苔
雙
履
の
痕
⑨
荷
香
隨
坐
臥
荷
香
坐
臥
に
隨
ひ
⑩
湖
色
映
晨
昏
湖
色
晨
昏
に
映
ず
⑪

閒
生
白


閒
に
し
て
白
を
生
じ
⑫
鳴
琴
靜
對
言
鳴
琴
靜
か
に
し
て
言
に
對
す
⑬
暮
禽
飛
上
下
暮
禽
上
下
に
飛
び
⑭
春
水
帶
清
暉
春
水
清
暉
を
帶
ぶ
⑮
遠
岸
誰
家
柳
遠
岸
誰
が
家
の
柳
ぞ
⑯
孤
煙
何
處
村
孤
煙
何
れ
の
處
の
村
な
る
⑰
謫
居
投
瘴
癘
謫
居
瘴
癘
に
投
じ
⑱
離
思
過
湘

離
思
湘
を
過
ぐ
⑲
從
此
舟
去
此
れ
よ
り
舟
去
り
⑳
誰
堪
江
浦
猿
誰
か
堪
え
ん
江
浦
の
猿
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
こ
の
詩
は
烏
程
縣
の
履
溪
の
水
辺
に
あ
る
李
明
府
（
縣
令
）
の
居
所
で
、
別
れ
る
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詩
中
「
縣
門
」
の
語
が
あ
る
の
で
、
こ
の
水
堂
は
官
舎
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
仲
君
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
で
は
、
左
遷
先
の
南
巴
に
赴
く
途
次
、
湖
州
に
立
ち
寄
っ
た
時
の
作
と
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
三
	四
句
で
あ
る
。「
王
事
」
は
朝
廷
の
仕
事
の
こ
と
で
あ
り
、
日
が
傾
く
と
と
も
に
、
公
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
県
の
役
所
の
門
か
ら
は
青
山
が
見
え
る
と
う
た
う
。
「
青
山
」
は
劉
長
が
よ
く
用
い
る
語
で
、
や
は
り
閒
適
隱
棲
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
縣
令
で
あ
る
李
明
府
の
隱
吏
と
し
て
の
生
活
の
在
り
方
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
第
五
句
か
ら
第
十
六
句
ま
で
が
、
閒
適
の
場
と
し
て
の
水
堂
か
ら
の
風
景
が
述
べ
ら
れ
る
。
雲
峰
、
漁
釣
、
晩
竹
、
春
苔
、
荷
香
、
湖
色
な
ど
が
う
た
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
隱
吏
の
生
活
を
彩
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
一
句
「

閒
に
し
て
白
を
生
じ
」
は
荘
子
「
虚
室
生
白
、
吉
祥
止
止
」
に
基
づ
き
、
陶
潜
の
「
戸
庭
無
塵
雑
、
虚
室
有
餘
閒
」
（
「
歸
園
田
居
」
其
一
）
に
通
ず
る
。
第
十
三
句
の
「
暮
禽
上
下
に
飛
ぶ
」
も
「
飛
鳥
相
與
歸
」
（
陶
潜
「
飲
酒
」
其
五
）
に
基
づ
き
、
第
十
四
句
「
春
水
清
暉
を
帶
ぶ
」
は
謝
靈
運
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」
の
第
二
	
三
句
「
山
水
含
清
暉
。
清
暉
能
娯
人
」
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」
は
夕
暮
れ
時
の
日
の
光
の
変
化
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
劉
長
の
こ
の
詩
の
時
間
帯
も
夕
暮
れ
時
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
五
	十
六
句
「
遠
岸
誰
が
家
の
柳
ぞ
、
孤
煙
何
れ
の
處
の
村
な
る
」
は
明
ら
か
に
「
曖
曖
遠
人
村
、
依
依
墟
里
煙
」
（
陶
潜
「
歸
園
田
居
」
其
一
）
に
拠
っ
て
い
る
。
第
十
七
句
か
ら
第
二
十
句
ま
で
が
、
別
れ
に
あ
た
っ
て
の
劉
長
の
感
懐
と
な
っ
て
い
る
。
劉
長
は
他
に
も
こ
の
詩
の
よ
う
に
地
方
官
と
な
っ
て
い
る
友
人
知
人
を
隱
吏
と
し
て
描
く
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
「
歸
弋
陽
山
居
留
別
盧
邵
二
侍
御
（
弋
陽
の
山
居
に
歸
り
盧
邵
二
侍
御
に
留
別
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
の
後
半
を
擧
げ
る
。
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偶
俗
機
偏
少
俗
に
偶
は
す
る
も
機
は
偏
へ
に
少
く
安
閒
性
所
便
閒
に
安
ん
ず
る
は
性
の
便
と
す
る
所
な
り
祗
應
君
少
慣
祗
應
君
慣
る
る
こ
と
少
な
く
又
欲
寄
林
泉
又
た
林
泉
に
寄
せ
ん
と
欲
す
世
俗
に
迎
合
し
て
も
野
心
は
な
く
、
閒
適
は
心
に
か
な
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
方
は
公
務
に
慣
れ
る
こ
と
も
な
く
、
隱
棲
閒
居
へ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
と
う
た
う
。
こ
れ
は
盧
邵
二
侍
御
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
長
自
身
の
思
い
で
も
あ
っ
た
。
「
安
閒
性
所
便
」
に
つ
い
て
は
、
劉
長
に
は
他
に
も
「
不
解
謝
公
意
、
翻
令
静
者
便
（
解
せ
ず
謝
公
の
意
、
翻
て
静
者
を
し
て
便
な
ら
し
む
）」
（
「
臥
病
喜
田
九
見
寄
（
病
に
臥
せ
田
九
の
寄
せ
ら
る
る
を
喜
ぶ
）
」
）
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
謝
靈
運
「
過
始
寧
墅
」
の
「
拙
疾
相
倚
薄
、
還
得
静
者
便
（
拙
疾
相
倚
薄
し
、
還
た
静
者
の
便
を
得
た
り
）」
に
基
づ
い
て
い
る
。
他
の
例
も
擧
げ
て
み
る
。
故
人
滄
洲
吏
故
人
滄
洲
の
吏
深
與
世
情
薄
深
く
世
情
と
薄
し
解
印
二
十
年
印
を
解
く
こ
と
二
十
年
委
身
在
丘
壑
身
を
委
ね
て
丘
壑
に
在
り
買
田
楚
山
下
田
を
楚
山
の
下
に
買
ひ
妻
子
自
耕
鑿
妻
子
自
ら
耕
鑿
す
「
題
王
少
府
堯
山
隱
處
簡
陸
陽
（
王
少
府
の
堯
山
の
隱
處
に
題
し
陸
陽
に
簡
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
唯
有
郡
齋
窗
裏
岫
唯
だ
有
り
郡
齋
窗
裏
の
岫
朝
朝
空
對
謝
玄
暉
朝
朝
空
し
く
謝
玄
暉
に
對
す
「
送
柳
使
君
赴
袁
州
（
柳
使
君
の
袁
州
に
赴
く
を
送
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
勸
耕
滄
海
畔
耕
を
勸
む
滄
海
の
畔
聽
訴
白
雲
中
訴
へ
を
聽
く
白
雲
の
中
「
送
齋
郎
中
典
括
州
（
齋
郎
中
の
括
州
を
典
る
を
送
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
七
）
郡
簡
容
垂
釣
郡
簡
に
し
て
釣
を
垂
る
る
を
容
れ
家
貧
學
弄
梭
家
貧
し
く
し
て
梭
を
弄
す
る
を
學
ぶ
「
對
酒
寄
嚴
維
（
酒
に
對
し
て
嚴
維
に
寄
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
七
）
白
簡
曾
連
拜
白
簡
曾
て
連
り
拜
し
滄
洲
毎
共
思
滄
洲
毎
に
共
に
思
ふ
「
哭
張
員
外
繼
（
張
員
外
繼
を
哭
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
以
上
の
隱
吏
的
處
世
を
示
す
詩
は
、
地
方
に
赴
任
し
た
友
人
を
訪
問
し
た
折
、
或
い
は
地
方
へ
赴
任
す
る
知
人
を
送
別
し
た
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
方
と
は
長
江
中
下
流
域
の
江
南
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
。
地
方
官
に
赴
く
友
人
知
人
の
赴
任
先
で
の
暮
ら
し
を
隱
吏
の
そ
れ
と
し
て
描
写
し
、
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
低
い
地
位
に
甘
ん
ず
る
友
人
を
慰
め
る
手
段
と
し
て
描
い
て
い
る
。
翻
っ
て
劉
長
自
身
は
隱
吏
と
し
て
の
在
り
方
に
納
得
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
心
情
は
官
途
へ
の
未
練
を
断
ち
切
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
不
遇
に
対
し
て
悲
哀
を
に
じ
ま
せ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
唐
詩
選
』
に
も
採
ら
れ
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て
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
重
送
裴
郎
中
貶
吉
州
（
重
ね
て
裴
郎
中
の
吉
州
に
貶
せ
ら
る
る
を
送
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
を
擧
げ
る
。
猿
啼
客
散
暮
江
頭
猿
啼
き
客
は
散
ず
暮
江
の
頭
人
自
傷
心
水
自
流
人
自
ら
傷
心
し
水
自
ら
流
る
同
作
逐
臣
君
更
遠
同
に
逐
臣
と
作
っ
て
君
更
に
遠
し
青
山
萬
里
一
孤
舟
青
山
萬
里
一
孤
舟
猿
が
啼
く
夕
暮
れ
時
、
共
に
左
謫
の
身
の
上
で
あ
る
こ
と
が
い
や
が
う
え
に
も
悲
し
み
を
深
く
す
る
と
う
た
う
が
、
裴
郎
中
の
乗
る
舟
が
た
っ
た
一
艘
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
山
並
の
中
を
遠
ざ
か
っ
て
い
く
と
い
う
結
句
は
、
劉
長
自
身
の
姿
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、
一
方
で
左
謫
の
途
次
、
江
南
の
美
し
い
風
景
に
触
れ
、
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
心
の
安
定
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
詩
句
も
見
ら
れ
る
。
夕
次
擔
石
湖
夢
洛
陽
親
故
夕
に
擔
石
湖
に
次
り
洛
陽
の
親
故
を
夢
む
天
涯
望
不
盡
天
涯
望
め
盡
き
ず
日
暮
愁
獨
去
日
暮
愁
ひ
獨
り
去
る
萬
里
雲
海
空
萬
里
雲
海
空
し
く
孤
帆
向
何
處
孤
帆
何
れ
の
處
に
か
向
ふ
寄
身
煙
波
裏
身
を
寄
す
煙
波
の
裏
頗
得
湖
山
趣
頗
る
得
た
り
湖
山
の
趣
を
江
氣
和
楚
雲
江
氣
楚
雲
に
和
し
秋
聲
亂
楓
樹
秋
聲
楓
樹
を
亂
す
…
…
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
擔
石
湖
は
洪
州
に
あ
り
、
餘
干
と
豫
章
と
の
間
に
位
置
す
る
。
初
め
に
、
天
の
果
て
ま
で
眺
め
は
尽
き
ず
、
日
暮
れ
時
、
愁
い
は
消
え
去
っ
た
と
う
た
う
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
雲
海
の
も
と
、
た
っ
た
一
艘
の
舟
の
る
あ
て
ど
な
い
旅
路
。
そ
の
不
安
定
な
心
理
状
態
で
も
、
美
し
い
湖
山
の
趣
に
心
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
作
者
の
姿
が
あ
る
。
長
く
続
い
た
左
謫
の
生
活
の
中
で
、
睦
州
司
馬
の
在
職
期
間
は
足
掛
け
四
年
ほ
ど
続
い
て
い
て
、
劉
長
の
生
涯
の
中
で
も
落
ち
着
い
た
時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
詩
の
中
で
、
特
に
不
遇
感
を
表
に
出
さ
ず
、
閒
適
の
心
境
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
詩
を
擧
げ
る
。
『
唐
詩
三
百
首
』
に
も
採
ら
れ
て
い
て
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
孤
舟
相
訪
至
天
涯
孤
舟
相
訪
ね
て
天
涯
に
至
る
も
萬
轉
雲
山
路
更

萬
轉
の
雲
山
路
更
に
か
な
り
欲
掃
柴
門
迎
遠
客
柴
門
を
掃
い
て
遠
客
を
迎
へ
ん
と
欲
す
れ
ば
青
苔
黄
葉
滿
貧
家
青
苔
黄
葉
貧
家
に
滿
つ
「
酬
李
穆
見
寄
（
李
穆
の
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
こ
の
詩
の
前
半
二
句
は
娘
婿
の
李
穆
が
贈
っ
た
詩
「
處
處
雲
山
無
盡
時
、
桐
廬
南
望
轉
參
差
、
舟
人
莫
道
新
安
近
、
欲
上
潺
湲
行
自
遲
（
處
處
の
雲
山
盡
く
る
時
無
く
、
桐
廬
よ
り
南
に
望
め
ば
轉
た
參
差
た
り
、
舟
人
道
ふ
莫
れ
新
安
近
し
と
、
潺
湲
を
上
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
行
く
こ
と
自
ら
遲
し
）」
（
「
寄
妻
父
劉
長
」
）
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
一
五
）
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
李
穆
が
作
者
に
う
た
め
に
は
、
天
の
果
て
の
よ
う
な
こ
の
地
に
や
っ
て
き
て
、
更
に
雲
山
の
中
を
う
ね
う
ね
と
続
く
旅
路
を
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
う
た
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
よ
く
来
て
く
れ
た
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
劉
長
の
意
識
の
中
で
、
睦
州
は
地
の
果
て
な
の
で
あ
る
。
都
へ
戻
れ
ず
僻
遠
の
地
ば
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か
り
に
赴
任
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
疎
外
感
の
現
れ
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
後
半
で
は
恨
み
ご
と
や
悲
哀
の
感
情
は
見
ら
れ
な
い
。
遠
く
か
ら
や
っ
て
く
る
客
を
迎
え
よ
う
と
し
て
柴
門
、
す
な
わ
ち
隱
者
の
住
ま
い
の
門
を
掃
こ
う
と
す
る
と
、
青
苔
や
黄
葉
し
た
落
ち
葉
が
い
っ
ぱ
い
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
う
た
う
が
、
こ
れ
は
王
維
「
川
集
」
の
「
宮
槐
陌
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仄
徑
蔭
宮
槐
仄
徑
宮
槐
に
蔭
は
る
幽
陰
多
緑
苔
幽
陰
緑
苔
多
し
膺
門
但
迎
掃
膺
門
但
だ
迎
掃
す
畏
有
山
僧
來
畏
ら
く
は
山
僧
の
來
た
る
有
ら
ん
茱
萸
か
ら
欹
湖
の
途
中
の
小
道
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
劉
長
の
詩
で
は
、「
宮
槐
陌
」
か
ら
「
緑
苔
」「
迎
掃
」
と
い
う
詩
語
を
用
い
、
場
所
を
作
者
の
住
む
い
お
り
に
、
訪
ね
て
く
る
人
物
を
山
僧
で
は
な
く
娘
婿
に
置
き
換
え
て
い
る
。
「
黄
葉
」
に
つ
い
て
は
裴
迪
の
同
題
の
詩
の
第
四
句
に
「
落
葉
無
人
掃
」
と
あ
り
、
劉
長

は
こ
れ
も
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
川
集
は
川
荘
で
の
王
維
の
隱
逸
世
界
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
劉
長
が
睦
州
で
の
生
活
を
王
維
の
川
荘
で
の
隱
逸
生
活
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
睦
州
と
い
う
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
の
隱
吏
と
し
て
の
安
定
し
た
閒
適
の
心
境
を
描
い
た
も
の
と
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
、
潯
陽
左
遷
時
の
白
居
易
へ
の
影
響
劉
長
よ
り
後
の
時
代
に
遷
謫
を
得
て
隱
吏
と
し
て
の
生
き
方
を
と
っ
た
詩
人
に
白
居
易
が
い
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
潯
陽
左
遷
期
の
作
品
に
つ
い
て
劉
長
か
ら
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
劉
長
に
は
「
送
楊
於
陵
歸
宋
州
別
業
」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
が
あ
り
、
楊
於
陵
は
白
居
易
の
妻
楊
氏
の
同
族
で
あ
る
。
劉
長
に
「
送
陸
羽
之
茅
山
寄
李
延
陵
（
陸
羽
の
茅
山
に
之
く
を
送
り
李
延
陵
に
寄
す
）」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
に
よ
れ
ば
、
廣
德
元
年
（
七
六
三
）
の
作
で
、
第
一
回
目
の
左
謫
の
後
の
作
で
あ
る
。
延
陵
衰
草
遍
延
陵
衰
草
遍
く
有
路
問
茅
山
路
有
り
茅
山
を
問
ふ
犬
驅
將
去
犬
驅
け
て
將
に
去
ら
ん
と
し
煙
霞
擬
不
還
煙
霞
擬
し
て
還
ら
ず
新
家
彭
澤
縣
新
家
彭
澤
縣
舊
國
穆
陵
關
舊
國
穆
陵
關
處
處
逃
名
姓
處
處
名
姓
を
逃
れ
無
名
亦
是
閒
無
名
も
亦
是
れ
閒
な
り
陸
羽
は
『
茶
経
』
で
知
ら
れ
、
官
途
に
就
か
ず
隱
者
と
し
て
生
き
た
文
人
で
あ
る
。
劉
長
は
他
に
も
秦
系
、
朱
放
な
ど
の
隱
者
と
親
交
が
あ
っ
た
。
李
延
陵
に
つ
い
て
は
、
劉
長
に
「
送
李
摯
赴
延
陵
令
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
七
）
が
あ
り
、
「
劉
長
詩
編
年
箋
注
」
も
李
延
陵
は
李
摯
と
し
て
い
る
。「
送
李
摯
赴
延
陵
令
」
に
は
、「
向
水
弾
琴
静
、
看
山
採
菊
遲
（
水
に
向
ひ
て
琴
を
弾
ず
る
こ
と
静
か
に
、
山
を
看
て
菊
を
採
る
こ
と
遲
し
）」
と
あ
り
、
赴
任
先
の
延
陵
に
お
け
る
隱
棲
の
様
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
李
摯
も
隱
吏
と
し
て
の
處
世
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
第
一
三
五
句
の
奇
数
句
が
李
摯
に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
四
六
句
の
偶
数
句
が
陸
羽
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
李
摯
に
つ
い
て
は
、
延
陵
の
秋
草
の
情
景
に
触
れ
、
淮
南
王
劉
安
昇
仙
の
故
事
を
用
い
て
李
摯
の
隱
棲
の
高
い
境
地
を
述
べ
、
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延
陵
縣
に
赴
任
し
た
こ
と
を
陶
潜
に
喩
え
て
い
る
。
一
方
、
陸
羽
に
つ
い
て
は
、
茅
山
へ
旅
立
つ
こ
と
や
そ
の
霞
た
な
び
く
景
勝
地
に
居
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
対
句
の
関
係
で
陸
羽
の
出
身
地
に
近
い
穆
陵
關
の
地
名
を
出
し
て
い
る
。
問
題
は
尾
聯
で
あ
る
。
「
處
處
」
は
延
陵
の
李
摯
、
茅
山
の
陸
羽
を
指
し
、
ど
ち
ら
も
「
名
姓
」
か
ら
「
逃
る
」
と
い
う
。
「
逃
名
姓
」
と
い
う
表
現
は
、
梅
福
や
韓
康
、
法
眞
な
ど
の
故
事
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
梅
福
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
彼
は
王
莽
の
簒
奪
後
、
妻
子
を
捨
て
、
九
江
に
去
り
、
仙
人
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
會
稽
で
名
姓
を
變
じ
、
呉
市
の
門
卒
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
た
と
い
う
（
『
漢
書
』
巻
六
七
）。
こ
の
詩
で
は
、
李
摯
陸
羽
の
生
き
方
を
こ
の
梅
福
が
名
姓
を
変
え
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
「
名
姓
を
逃
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
世
俗
の
名
利
を
捨
て
て
い
る
と
い
う
点
が
、
李
摯
陸
羽
と
梅
福
の
共
通
点
で
あ
る
。
「
逃
名
」
と
い
う
表
現
は
李
白
に
も
「
遠
訪
投
沙
人
、
因
爲
逃
名
客
（
遠
く
投
沙
の
人
を
訪
ひ
、
因
り
て
逃
名
の
客
と
爲
る
）」
（
「
宣
州
九
日
聞
崔
四
侍
御
與
宇
文
太
守
遊
敬
亭
余
時
登
響
山
不
同
此
賞
醉
後
寄
崔
侍
御
二
首
」
其
一
）
な
ど
と
あ
る
が
、
劉
長
の
詩
で
は
こ
の
後
に
「
無
名
も
亦
是
れ
閒
な
り
」
と
続
き
、
「
名
姓
を
逃
れ
る
」
こ
と
と
閒
適
の
境
地
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
が
新
し
い
。
こ
の
「
名
姓
を
逃
れ
て
閒
適
を
楽
し
む
」
と
い
う
表
現
を
後
に
白
居
易
が
使
っ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
詩
な
の
で
必
要
な
部
分
の
み
擧
げ
る
。
匡
廬
便
是
逃
名
地
匡
廬
は
便
は
ち
是
れ
名
を
逃
が
る
る
の
地
司
馬
仍
爲
送
老
官
司
馬
は
仍
ほ
老
い
を
送
る
の
官
た
り
心
泰
身
寧
是
歸
處
心
泰
く
身
寧
き
は
是
れ
歸
す
る
處
故
郷
何
獨
在
長
安
故
郷
何
ぞ
獨
り
長
安
に
在
る
の
み
な
ら
ん
「
香
爐
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
重
題
其
三
こ
の
詩
で
は
廬
山
の
地
を
「
名
を
逃
が
る
る
地
」
で
あ
り
、
「
心
身
と
も
に
安
ら
ぐ
場
所
」
と
し
て
い
る
。
草
堂
を
営
ん
だ
廬
山
の
地
こ
そ
「
名
姓
を
逃
れ
て
閒
適
を
楽
し
む
」
の
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
劉
長
の
こ
の
詩
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
。
劉
長
と
同
様
の
境
遇
に
立
ち
至
っ
た
白
居
易
に
と
っ
て
、
劉
長
が
李
摯
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
官
を
閒
適
を
楽
し
む
隱
吏
と
し
て
描
い
た
こ
と
、
劉
長
自
身
が
左
謫
の
身
の
上
で
隱
吏
と
し
て
の
生
き
方
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
自
分
の
生
き
方
の
先
例
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
白
居
易
の
こ
の
時
の
處
生
観
に
影
響
を
與
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
白
居
易
も
地
方
官
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
で
隱
吏
と
し
て
の
生
き
方
を
選
ん
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
聯
で
は
、
閒
適
と
老
い
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
劉
長
の
詩
で
も
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
今
ま
で
に
見
た
詩
で
は
、
一
官
成
白
首
一
官
白
首
と
成
り
萬
里
寄
滄
洲
萬
里
滄
洲
に
寄
す
「
松
江
獨
宿
」
寄
身
且
喜
滄
洲
近
身
を
寄
す
る
に
且
ら
く
喜
ぶ
滄
洲
の
近
き
を
顧
影
無
如
白
髪
何
影
を
顧
る
に
白
髪
を
如
何
と
も
す
る
無
し
「
江
州
重
別
薛
六
柳
八
二
員
外
（
江
州
に
て
重
ね
て
薛
六
柳
八
二
員
外
に
別
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
の
よ
う
な
例
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
書
劍
身
同
廃
書
劍
は
身
と
同
に
廃
し
煙
霞
吏
共
閒
煙
霞
は
吏
と
共
に
閒
な
り
豈
能
將
白
髪
豈
に
能
く
白
髪
を
將
て
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扶
杖
出
人
間
杖
に
扶
り
て
人
間
に
出
で
ん
「
偶
然
作
」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
七
）
士
人
と
し
て
の
希
望
は
絶
え
、
地
方
役
人
の
私
は
美
し
い
景
色
と
と
も
に
閒
適
を
楽
し
ん
で
い
る
。
年
老
い
て
杖
に
頼
り
な
が
ら
俗
世
間
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
題
は
「
偶
然
の
作
」
と
あ
り
、
誰
か
へ
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
作
者
自
身
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
仲
君
『
劉
長

詩
編
年
箋
注
』
は
、
こ
の
内
容
か
ら
睦
州
司
馬
時
代
の
作
と
し
て
い
る
。
引
用
し
た
部
分
の
最
初
の
二
句
は
、
官
途
の
望
み
が
断
た
れ
、
隱
吏
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
述
べ
る
。
後
半
二
句
は
、
今
さ
ら
白
髪
の
身
で
世
に
出
て
い
こ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
い
と
う
た
う
。
劉
長
の
生
年
に
は
諸
説
あ
る
が
、
仲
君
に
し
た
が
え
ば
睦
州
在
任
期
間
は
五
十
二
歳
か
ら
五
十
五
歳
ま
で
の
こ
と
で
、
当
時
と
し
て
は
老
年
で
あ
る
。
劉
長
に
お
い
て
は
、
老
い
と
閒
適
へ
の
傾
斜
が
一
つ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
白
居
易
の
詩
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
長
の
左
謫
の
最
後
の
官
は
司
馬
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
劉
長
の
影
響
を
思
わ
せ
る
表
現
は
も
う
一
つ
あ
る
。
こ
の
白
詩
の
も
っ
と
も
有
名
な
詩
句
は
頷
聯
で
あ
ろ
う
。
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聽
き
香
爐
峰
雪
撥
看
香
爐
峰
の
雪
は
を
撥
げ
て
看
る
こ
の
聯
の
後
半
、
詩
全
体
で
は
第
四
句
目
は
を
上
げ
て
風
景
を
眺
め
る
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
劉
長
の
詩
に
も
同
様
な
表
現
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
を
擧
げ
る
。
①
巻
高
樓
上
を
巻
く
高
樓
の
上
萬
里
看
日
落
萬
里
日
の
落
つ
る
を
看
る
「
雨
中
登
沛
縣
樓
贈
表
兄
郭
少
府
（
雨
中
沛
縣
の
樓
に
登
り
表
兄
郭
少
府
に
贈
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
②
蒙
籠
低
冕
過
蒙
籠
は
冕
を
低
れ
て
過
ぎ
青
翠

看
青
翠
は
を
き
て
看
る
「
同
郭
参
謀
詠
崔
僕
射
淮
南
節
度
使
廳
前
竹
（
郭
参
謀
と
同
に
崔
僕
射
の
淮
南
節
度
使
廳
前
の
竹
を
詠
ず
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
③
老
農
持
失
拜
老
農
は
失
を
持
し
て
拜
し
時
稼

看
時
稼
は
を
き
て
看
る
「
題
獨
孤
使
君
湖
上
林
亭
（
獨
孤
使
君
の
湖
上
の
林
亭
に
題
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
④
緑
竹
放
侵
行
徑
裏
緑
竹
放
〈
ほ
し
い
ま
ま
〉
に
侵
す
行
徑
の
裏
青
山
常
對
巻
時
青
山
常
に
對
す
を
巻
く
時
「
赴
南
中
題
少
府
湖
上
亭
子
（
南
中
に
赴
き
少
府
の
湖
上
の
亭
子
に
題
す
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
⑤
春
草
雨
中
行
徑
没
春
草
雨
中
行
徑
没
し
暮
山
江
上

愁
暮
山
江
上
を
き
て
愁
ふ
「
漢
陽
獻
李
相
公
（
漢
陽
に
て
李
相
公
に
獻
ず
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
こ
れ
ら
の
詩
句
に
お
い
て
を
上
げ
て
見
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
①
は
仲
君
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
に
よ
れ
ば
、
進
士
登
第
前
の
初
期
の
も
の
で
、
詩
中
に
は
「
故
山
今
不
見
、
此
鳥
那
可
託
（
故
山
今
見
え
ず
、
此
の
鳥
那
く
に
か
託
す
べ
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き
）」
と
漂
白
の
身
の
上
を
嘆
き
、
「
小
邑
務
常
閒
、
吾
兄
宦
何
薄
」
と
表
兄
の
官
界
で
の
不
遇
に
同
情
し
つ
つ
、
最
後
に
「
何
當
遂
良
願
、
歸
臥
青
山
郭
（
何
れ
か
當
に
良
願
を
遂
げ
、
青
山
の
郭
に
歸
臥
せ
ん
）」
と
隱
棲
へ
の
願
望
を
語
る
。
赤
井
氏
は
こ
の
最
後
の
聯
に
つ
い
て
、
先
の
論
文
で
「
未
来
を
予
期
で
き
ぬ
境
遇
の
打
開
を
『
歸
隱
』
へ
の
希
望
を
表
明
」
し
て
い
る
と
す
る
。
を
上
げ
て
直
接
見
て
い
る
の
は
落
日
の
風
景
だ
が
、
そ
れ
を
通
し
て
不
遇
感
の
裏
返
し
と
し
て
の
歸
隱
へ
連
な
る
風
景
で
は
あ
る
ま
い
か
。②
で
は
、
を
い
て
見
え
る
も
の
は
「
青
翠
」
で
あ
る
。
青
山
の
意
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
の
詩
は
竹
を
詠
じ
て
い
る
の
で
、
青
々
と
し
た
竹
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
崔
僕
射
を
悼
む
詩
で
あ
る
の
で
、
隱
棲
と
は
直
接
の
関
連
は
な
い
が
、
晉
の
王
之
の
故
事
へ
の
連
想
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
③
は
仲
君
『
劉
長
詩
編
年
箋
注
』
に
よ
れ
ば
、
常
州
刺
史
で
あ
っ
た
獨
孤
及
の
居
所
で
の
作
。
失
すき
を
抱
え
た
老
農
夫
が
挨
拶
を
す
る
、
そ
の
時
々
の
農
事
は
を
巻
き
上
げ
て
見
る
と
う
た
う
。
陶
潜
に
「
相
見
無
雑
言
、
但
道
桑
麻
長
（
相
見
て
雑
言
無
く
、
但
だ
道
ふ
桑
麻
長
び
た
り
と
）」
（
「
歸
園
田
居
」
其
二
）
と
あ
り
、
孟
浩
然
に
「
開
筵
面
場
圃
、
把
酒
話
桑
麻
（
筵
を
開
き
て
場
圃
に
面
し
、
酒
を
把
り
て
桑
麻
を
話
る
）」
（
「
過
故
人
荘
」
）
と
あ
る
。
農
事
を
語
り
合
い
、
農
作
業
を
眺
め
る
こ
と
は
、
田
園
閒
居
の
日
常
を
描
く
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
を
上
げ
て
見
て
い
る
の
は
閒
適
の
風
景
で
あ
る
。④
は
南
に
赴
く
途
次
、
	少
府
も
と
に
立
ち
寄
り
、
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
亭
で
作
ら
れ
た
詩
の
頷
聯
で
あ
る
。
緑
の
竹
は
道
の
中
ま
で
伸
び
放
題
、
青
山
は
を
巻
き
あ
げ
る
と
き
常
に
望
む
こ
と
が
で
き
る
と
う
た
う
。
こ
の
詩
の
首
聯
に
は
「
種
田
東
郭
傍
春
陂
、
萬
事
無
情
把
釣
絲
（
田
を
東
郭
に
種
た
が
や
し
て
春
陂
に
傍
ひ
、
萬
事
に
情
無
く
釣
絲
を
把
る
）」
と
あ
り
、
町
の
東
に
畑
を
耕
し
、
俗
世
間
の
す
べ
て
に
か
か
わ
る
意
思
な
く
釣
り
糸
を
と
る
と
う
た
う
。
こ
れ
は
隱
吏
と
し
て
の
	少
府
の
生
き
方
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
を
巻
い
て
常
に
目
に
入
る
青
山
の
姿
は
閒
適
隱
棲
の
象
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
⑤
は
、
春
草
に
雨
が
降
る
中
、
川
の
ほ
と
り
で
夕
暮
れ
時
の
山
を
を
上
げ
て
愁
い
と
と
も
に
見
る
、
と
う
た
う
。
首
聯
に
は
「
退
身
高
臥
楚
城
南
、
獨
掩
閒
門
漢
水
頭
（
身
を
退
き
て
高
臥
す
れ
ば
楚
城
幽
な
り
、
獨
り
閒
門
を
掩
ふ
漢
水
の
頭
）」
と
あ
り
、
宰
相
を
退
い
た
李
相
公
が
漢
陽
で
隱
棲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
を
上
げ
て
見
る
風
景
も
隱
棲
生
活
の
一
部
で
あ
る
。
た
だ
、
尾
聯
に
は
「
早
晩
却
還
丞
相
印
、
十
年
空
被
白
雲
留
（
早
晩
却
て
還
ら
ん
丞
相
の
印
、
十
年
空
し
く
白
雲
に
留
め
ら
る
）」
と
あ
り
、
李
相
公
の
退
隱
は
本
意
で
は
な
い
よ
う
で
、
そ
れ
が
愁
い
の
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
に
擧
げ
た
例
で
は
、
を
上
げ
て
見
る
風
景
は
、
ほ
と
ん
ど
が
隱
棲
閒
適
の
象
徴
で
あ
る
。
五
例
の
う
ち
二
例
は
山
の
す
が
た
で
あ
る
。
劉
詩
で
は
度
重
な
る
左
謫
と
漂
泊
に
も
似
た
旅
暮
ら
し
の
中
で
、
常
に
わ
が
身
に
寄
り
添
う
も
の
は
青
山
で
あ
っ
た
。
劉
詩
に
お
け
る
青
山
は
三
十
六
例
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
そ
の
よ
う
な
隱
逸
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
の
用
例
で
あ
る
。
先
に
擧
げ
た
「
同
に
逐
臣
と
作
っ
て
君
更
に
遠
し
、
青
山
萬
里
一
孤
舟
」
（
「
重
送
裴
郎
中
貶
吉
州
」
）
も
そ
う
で
あ
る
が
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
誰
憐
此
別
悲
歓
異
誰
か
憐
れ
ま
ん
此
の
別
れ
悲
歓
異
に
す
る
を
萬
里
青
山
送
逐
臣
萬
里
青
山
逐
臣
を
送
る
「
將
赴
南
巴
至
餘
干
別
李
十
二
（
將
に
南
巴
に
赴
か
ん
と
し
て
餘
干
に
至
り
李
十
二
に
別
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
憐
君
更
去
三
千
里
君
を
憐
れ
む
更
に
去
る
こ
と
三
千
里
な
る
を
落
日
青
山
江
上
看
落
日
青
山
江
上
に
看
る
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「
使
還
七
里
瀬
上
薛
承
規
赴
江
西
貶
官
（
使
ひ
し
て
七
里
瀬
上
に
還
り
薛
承
規
の
江
西
の
貶
官
に
赴
く
に
ふ
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
同
官
歳
歳
先
辭
滿
同
官
歳
歳
先
に
辭
滿
ち
唯
有
青
山
伴
老
身
唯
だ
青
山
の
老
身
に
伴
ふ
有
る
の
み
「
送
王
司
馬
秩
滿
西
歸
（
王
司
馬
の
秩
滿
ち
て
西
に
歸
る
を
送
る
）」
（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
〇
）
逐
臣
と
な
っ
た
身
の
上
を
嘆
き
、
青
山
に
慰
め
を
見
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
劉
詩
が
悲
哀
に
彩
ら
れ
て
い
る
点
を
別
と
す
れ
ば
、
廬
山
を
眺
め
る
白
詩
と
共
通
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
か
ら
、
白
居
易
が
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
と
き
に
作
ら
れ
た
、
こ
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
は
多
分
に
劉
長
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
、
結
び
王
維
に
お
け
る
隱
吏
は
、
公
的
な
生
活
と
私
的
な
生
活
が
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
た
中
で
の
、
私
的
生
活
に
お
け
る
生
き
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
杜
甫
の
詩
に
な
る
と
隱
逸
的
境
地
を
求
め
る
地
方
官
吏
の
處
世
態
度
を
表
現
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
た
。
劉
長
は
そ
の
流
れ
を
受
け
て
地
方
官
吏
と
な
っ
て
い
た
知
人
友
人
に
対
す
る
多
く
の
贈
答
送
別
の
詩
の
中
で
、
彼
ら
の
處
世
の
在
り
方
を
隱
吏
と
し
て
表
現
し
た
。
ま
た
自
ら
が
二
度
の
遷
謫
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
も
隱
吏
と
し
て
の
生
き
方
を
模
索
し
て
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
劉
長
が
っ
た
隱
吏
と
し
て
の
生
き
方
を
江
州
左
遷
時
に
継
承
発
展
さ
せ
た
側
面
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
劉
長
は
王
維
と
白
居
易
を
ぐ
場
所
に
位
置
す
る
詩
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
、
劉
長
か
ら
白
居
易
へ
の
流
れ
は
、
直
接
的
な
も
の
と
し
て
は
「
香
爐
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
一
例
を
擧
げ
た
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
（
い
ち
か
わ
き
よ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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